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マーク概要
対＝対象（特記ない場合、どなたでも） 日＝日時・日程　場＝会場　講＝講師　費＝費用（特記ない場合、無料）
他＝ほかの情報（「保育可」は生後5か月以上で首がすわっている子～未就学児が対象）　申＝申込方法（特記ない場合、発行日時点で申込可） 問＝問合せ先
区HP 00000 ＝区のホームページの検索メニュー ページIDから探す  へ番号入力でページを表示　 ＝要件を満たすとせたがやPayのポイントがもらえます 区役所 〒154-8504 世田谷区世田谷4-21-27 

せたがやコール☎03-5432-3333 FAX 03-5432-3100 区HP 25858
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電話・FAX番号の市外局番「03」を省略して記載しています。
令和7年（2025年）12月15日 令和7年（2025年）12月15日

地域の利用が、未来へのヒントとなる ーーーーーー

　地域交通の可能性を探るべく、砧地区での実証運行を通して見えてきた
コミュニティ交通の重要性を、区民・区役所のそれぞれの目線から語り合
いました。あなたの暮らしにもきっとつながるお話です。

　砧地区では、令和5年（2023年）から公共交通不便地域対策の
モデルとして、ルートを固定せず利用者の予約に応じて運行する、
予約制乗合ワゴンの実証運行に取り組んでいます。

乗降場所は足元のシートが目印です

～ひととまちをつなぐ～

予約制乗合ワゴン

1面からの続き

安全・安心・快適な移動ができる暮らしやすい世田谷を目指す

砧町町会 長島会長

実証運行への思いや、気づ
きを皆さんに共有できれば
と思っています。

交通政策課 村田課長

区民の皆さんの大切な
移動手段を守っていき
たいです。

村田課長　駅やバス停から離れた地域にお
住まいの方の移動手段を確保するために、
地域住民の方と自治体が主体となり、計画・
運行する交通機関です。近年では、効率的
で利便性の高い予約制の交通手段など、新
たな交通サービスを導入する自治体が増え
ています。
長島会長　高齢化が進む今、その方たちの
外出時の移動の不便さについて多くの声が
寄せられていました。とはいえ、区内は狭
い道路が非常に多いので、バス車両の導入
は難しいと考えていました。そんな中、区
からコミュニティ交通導入の提案があり、
区と私たち地元協議会（砧町町会、法人格
砧町自治会、祖師谷南商店街（振））で意見
を交え、検討してきました。

村田課長　公共交通が不便な地域のうち、
最も対策が必要だと考えられるモデル地区
として砧地区での取組みが始まりました。
長島会長 　「砧地区でやるとどうなるの？」
という議論を中心に、話し合いは活発にで
きましたし、笑い話も交えながらできたの
で、良かったと思っています。

村田課長　ワゴンは 1日 40 人程度の方に
ご利用いただいています。現在、週 5日運
行していますが、もし運行しなくなった場
合、今利用している、移動にお困りの方々
の外出機会が大幅に減ってしまいます。ま
た、会長のように元気な方でも、歩くのが
つらくなったり、自転車に乗れなくなった
とき、移動手段のひとつとして必要性が増
していくと考えています。

村田課長　持続可能なコミュニティ交通を
導入するには、地理的な状況や利用者の
ニーズなど、様々な条件を加味して慎重に
検討する必要があると考えています。区の
考えだけでなく、常に地域住民の方や関係
者のご意見に耳を傾けながら、一緒に考え
て地域ごとの課題解決につなげていく必要
があります。
長島会長　協議会で地域の要望、コミュニ
ティ交通の必要性などいろいろ話し合って
きました。私たちの生活実態を区職員の方
たちに理解してもらったうえで、何が最適
かを検討してきました。細かい行政手続き
や警察への確認など困難もありましたが、
最終的には予約制での運行という形を取る
ことになりました。
　協議会メンバーの祖師谷みなみ商店街
は、祖師ヶ谷大蔵駅近くの道路事情をよく
知っているので、路上駐車や放置自転車等
の問題についてどんどん意見を出してくれ
ました。
村田課長　こうした知見がスムーズな運行
にとても役立っています。また、地域の方々
に協賛という形でも運行へのご支援をいた

だいており、大変感謝しています。

長島会長　現在、ワゴンは、高齢者の方や
親子連れの方、移動に困難を抱えている方
の身近な移動手段として多くご利用いただ
いています。ご高齢の利用者からは、「自転
車に乗ったり、歩くのが大変になったのを
理由に移動を控えるようになると、どんど
ん身体が弱っていく。そういったことを防
ぐために、駅や公園へ行きたい時に行ける
交通手段は必要」との声もありました。
村田課長　実際に、乗降地点でワゴンを
待っている人同士で会話が生まれ、コミュ
ニケーションの場にもなっていると伺って
います。このようなことからコミュニティ
交通は、福祉の増進や地域の活性化を促し、

出かけやすく住みやすい街づくりにもつな
がっていると考えます。単なる移動手段と
してだけではなく、街づくりや住民同士の
つながりづくりとしての重要な役割も期待
できます。
長島会長　やはりコミュニティ交通につい
て、もっと知ってもらって、利用する人や
導入する地域が増えてほしいですね。これ
までも、区職員の方たちが地域のイベント
でチラシを配ったり、まちづくりセンター
等で説明会を開いたりと努力してくれまし
た。また、ワゴンの利用が多い高齢者向け
にスマホ教室を開いたりして、利用を後押
ししてくれていることに感謝しています。
村田課長　今後も様々な方法で区の取組み
をお届けしていきますので、「乗ってみよう ! 
出かけてみよう !」と思っていただけると
うれしいです。区の目標は、区民の方がお
住まいの地域で安全・安心に移動できる交
通手段の選択肢を充実させることです。フ
レイル予防や介護予防、子育て世代の支援
など、あらゆる世代の方の生活の質の向上
や地域の活性化を促し、子どもから高齢者
の方まで誰もが暮らしやすい世田谷を目指
していきます。

問 交通政策課 ☎6432-7946 FAX 6432-7991

運行内容

運行区域 砧1～ 8丁目、大蔵1～ 3丁目（主な乗降地点は、祖師ヶ谷大蔵駅、砧まちづ
くりセンター（最寄り）、砧図書館、大蔵運動場、世田谷美術館など計46か所）

運行日時 月～金曜　午前8時30分～午後7時

運賃
大人300円　小児150円　70歳以上100円（乗車割引証の提示が必要です）
※未就学児は無料。 ※障害者割引あり。
※乗車割引証は、交通政策課、砧まちづくりセンター、祖師谷まちづくりセンターで発行。

予約方法
（乗車希望日時の1週間前～当日の30分前まで）
● 東急バス予約サイト……………………………………………▶
● ☎  03-6412-0182（午前9時～午後6時）

世田谷区コミュニティ交通導入ガイドラインを策定しました

砧地区の実証運行をもとに、地域の特徴に応じて新たなコミュニティ交
通を導入するための手引きをまとめました。運行までの流れを 4段階に
分け、地域、交通事業者、区のそれぞれの役割などを示しています。

聞いてみました！ 長島会長のご意見
　ぜひ次の地域の指南書として活用してほしい！ 
地域ごとの取組みを大切にしながら、外出しやす
く住みやすいまちになっていくと良いですね！

ガイドラインや公共交通不便地域
対策について、詳しくはこちら

乗降地点など運行について、
詳しくはこちら

区HP 18669区HP 4499

地域発の挑戦が、交通づくりのカギに!?

地域の役割とは？
～住み慣れた地域で暮らし続けるために

対  談

コミュニティ交通とは？

誰もが移動しやすい世田谷に向けて

砧モデル地区での実証運行

祖師ヶ谷大蔵駅

大蔵運動場

世田谷美術館

例えば、 こんなルートで
お出かけできます♪

https://buscatch.jp/rt3/index.php?id=kinuta-demand
https://www.city.setagaya.lg.jp/01206/online_tetsuzuki/4499.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/01206/online_tetsuzuki/4499.html
https://buscatch.jp/rt3/index.php?id=kinuta-demand
https://www.city.setagaya.lg.jp/02002/25858.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/01206/18669.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/01206/18669.html?utm_source=search-pageID&utm_medium=cgi-program



